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講
座
・
講
演
会

や
さ
し
い
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体
験
講
座

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
体
験
を
中
心
と
し
た
講
座
で
す
。

 

　
12
月
1�
日
㈭
午
前
の
部
…
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
の
部
…
午
後
２
時
～
４
時

※�

午
前
と
午
後
は
同
内
容
で
す
。
ど
ち
ら
か

一
方
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
産
業
福
祉
セ
ン
タ
ー
ⅰ
ホ
ー
ル

 

　
市
内
在
住
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
基
本
的
な
操
作
が
で
き
、
市
民
活
動
に

便
利
な
機
能
を
学
び
た
い
方

 

　
各
回
20
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は

初
参
加
者
を
優
先
の
上
、
抽
選
）

 

　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
㈱
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
㈱

11
月
30
日
㈫
午
後
５
時

ま
で
（
必
着
）
に
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま

た
は
直
接
「
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

参
加
を
希
望
す
る
時
間
」
を
、
地
域
振
興

課
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
係
内

�31
へ

　
　�10�000���������������������

※
参
加
の
可
否
は
12
月
１
日
㈬
以
降
に
電
話

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

～
ち
ょ
っ
と
し
た
応
援
が
大
き
な
力
に
～

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
は
誰
も
が
な
り
う
る
も
の
。
認
知

症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を

続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
で
の
ち
ょ
っ

と
し
た
支
え
が
大
切
で
す
。
正
し
い
知
識
を

持
ち
、
付
合
い
方
を
理
解
し
、
で
き
る
範
囲

で
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

 

　
12
月
10
日
㈮
午
後
７
時
～
８
時
30

分
（
受
付
け:

午
後
６
時
30
分
か
ら
）

　
ゆ
と
ろ
ぎ
２
階
講
座
室
１

 

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
15
歳

以
上
の
方
（
中
学
生
を
除
く
）

15
人
（
申
込
順
）

 

　
事
前
に
、
電
話
ま
た
は

直
接
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
へ

　�

☎
５
７
０

－

１
２
０
０
（
羽
村
市
羽
加

美
１

－

９

－

２
）

普
段
の
家
事
が
仕
事
に
な
る
！

生
活
支
援
家
事
ヘ
ル
パ
ー
・

家
事
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修

　
高
齢
の
方
の
お
宅
の
掃
除
や
買
い
物
・
介

助
な
ど
を
手
伝
う
た
め
の
技
術
を
学
ぶ
研
修

で
す
。
修
了
後
は
、
市
内
の
協
力
団
体
に
登

録
し
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

１
回
１
時
間
程
度
の
家
事
支
援
に
対
し
、

登
録
団
体
か
ら
１
１
０
０
円
の
報
酬
が
あ

り
ま
す
。

　
市
内
で
活
動
で
き
る
18
歳
以
上
の
方

　
10
人
（
申
込
順
）

 

　
山
下
直
子
さ
ん
（
介
護
福
祉
士
。

多
摩
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
専
門
学

校
講
師
）
　

 

　
11
月
1�
日
㈬
～
令
和
４

年
１
月
７
日
㈮
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

に
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
高

齢
福
祉
介
護
課
介
護
予
防
・
地
域
支
援
係

内

1��
へ

　
　�30�200���������������������

※�

メ
ー
ル
で
申
し
込
む
際
は
、
メ
ー
ル
の
件

名
を
「
生
活
支
援
家
事
ヘ
ル
パ
ー
・
家
事

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
申
込
」
と
し
、
本

文
に
「
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
連
絡

先
」
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
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高
齢
者
と
介
護
者
の
権
利
を
守
る
講
演
会

介
護
を
通
し
て
家
族
の
幸
せ
を
み
つ
め

よ
う
～
高
齢
者
の
虐
待
防
止
と
介
護
者

の
気
持
ち
～

　
高
齢
の
方
を
自
宅
で
介
護
す
る
人
に
は
、

日
々
の
介
護
が
高
齢
の
方
本
人
の
た
め
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
介
護
と
仕
事
や
子
育
て

の
両
立
な
ど
、
不
安
や
悩
み
が
つ
き
も
の
で

す
。
成
年
後
見
制
度
に
詳
し
い
講
師
の
話
を

聞
き
、
高
齢
の
方
の
尊
厳
を
守
り
、
家
族
が

孤
立
し
な
い
介
護
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

 

　
令
和
４
年
１
月
８
日
㈯
午
後
２
時

～
４
時　

ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

　
１
０
０
人
（
申
込
順
）

　
水
谷
裕
介
さ
ん
（
社
会
福
祉
士
）

 

　
11
月
1�
日
㈬
～
令
和
４

年
１
月
４
日
㈫
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

に
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
高

齢
福
祉
介
護
課
介
護
予
防
・
地
域
支
援
係

内

1��
へ

　
　��0�200���������������������

※�

メ
ー
ル
で
申
し
込
む
際
は
、
件
名
を
「
高

齢
者
と
介
護
者
の
権
利
を
守
る
講
演
会
申

込
」
と
し
、
本
文
に
「
住
所
、
氏
名
、
連

絡
先
」
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
者
は
、
ス
ト
レ
ス
と
野
菜
不
足
を
確

認
で
き
る
「
自
律
神
経
チ
ェ
ッ
カ
ー
」「
ベ

ジ
チ
ェ
ッ
ク
」
の
体
験
が
で
き
ま
す
。

健
　
康

カ
ラ
ダ
塾

コ
ロ
ナ
禍
・
年
末
年
始
で
も
大
丈
夫
！

体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
術

　
元
気
な
カ
ラ
ダ
を
つ
く
る
た
め
の
運
動
と

食
事
に
つ
い
て
学
ぶ
「
カ
ラ
ダ
塾
」
。
コ
ロ

ナ
禍
で
い
つ
の
ま
に
か
体
重
が
変
化
し
て
い

た
、
と
い
う
方
必
見
！�

年
末
年
始
を
楽
し

み
な
が
ら
体
重
を
し
っ
か
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
コ
ツ
を
お
伝
え
し
ま
す
。

 

　
12
月
15
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
０

時
15
分　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
市
内
在
住
の
方

　
12
人
（
申
込
順
）

 

　
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具
、

マ
ス
ク
着
用
、
健
康
手
帳
（
持
っ
て
い
る
方
）

 

　
健
康
講
座
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る

調
理
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ミ
ニ
調
理

実
習
と
ミ
ニ
試
食
、
個
別
相
談
（
希
望
者
）

※�

状
況
に
よ
り
、
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

 

11
月
1�
日
㈫
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
内

�25
へ

　
第

回
　
遮
熱
・
断
熱
塗
料

 
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
家
、
白

く
塗
り
替
え
た
ん
で
す
。「
初
め
て
の
リ

フ
ォ
ー
ム
塗
装
。
長
持
ち
す
る
塗
装
材
を

使
っ
た
」
っ
て
得
意
そ
う
で
し
た
。

 
 

外
壁
材
や
屋
根
材
は
塗
料

で
保
護
さ
れ
て
い
て
、
住
ま
い
を
雨
や
風

か
ら
守
っ
て
く
れ
る
ん
だ
。
で
も
、
年
々

劣
化
し
て
い
く
か
ら
、
定
期
的
な
塗
装
が

必
要
な
ん
だ
よ
。

 
 

「
塗
料
に
い
ろ
い
ろ
な
種
類

が
あ
っ
て
迷
っ
た
」
っ
て
言
っ
て
ま
し
た
よ
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
迷
う
く
ら
い
い
ろ
ん
な

種
類
の
塗
料
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

 
 

そ
う
だ
よ
。
価
格
や
目
的

に
よ
っ
て
違
う
け
れ
ど
、
エ
コ
ち
ゃ
ん
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
だ
か
ら
、
き
っ
と
一
番
省
エ
ネ

効
果
が
あ
る
も
の
を
選
ん
だ
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
。

 
 

実
は
、
こ
の
前
ク
ー
ル
先
生

が
教
え
て
く
れ
た
「
家
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
」
を
良
く
す
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん

に
話
し
て
み
た

ん
で
す
。

 
 

そ
う
か
、
さ
す
が
だ
ね
！

 
 

え
ー
と
、
遮
熱
塗
料
、
断
熱

塗
料
、
耐
汚
染
塗
料
…
い
ろ
い
ろ
な
機
能

が
あ
る
塗
料
が
売
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

 
 

そ
う
な
ん
だ
。
例
え
ば
、

遮
熱
効
果
の
あ
る
屋
根
塗
装
に
す
る
と
、

従
来
の
屋
根
塗
料
と
比
べ
て
屋
根
裏
面
温

度
を
15
～
20
℃
低
く
す
る
こ
と
が
で
き
る

ん
だ
よ
。
屋
根
や
外
壁
に
、
遮
熱
塗
料
や

断
熱
塗
料
を
使
う
と
、
省
エ
ネ
効
果
が
高

い
っ
て
こ
と
だ
ね
。

 
 

遮
熱
、
断
熱
っ
て
大
事
な
ん

で
す
ね
！

 
 

室
内
の
快
適
な
温
度
を
保

つ
の
は
ス
ト
ー
ブ
や
エ
ア
コ
ン
だ
け
で
は
な

い
ん
だ
。
断
熱
材
や
塗
装
を
上
手
に
使
う

こ
と
で
、
冷
暖
房
時
の
省
エ
ネ
効
果
が
ア
ッ

プ
す
る
ん
だ
よ
。

 
 

塗
料
っ
て
、
た
だ
き
れ
い
な

色
に
す
る
だ
け
で
な
く
て
、
光
や
熱
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
も
の
は
省
エ
ネ
に
も
役

立
つ
ん
で
す
ね
。

問
合
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